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論   文   の   要   旨 
 
 本研究の研究対象であるサハラ縦断造山帯は、アフリカ大陸北部に長さ3000 kmにわたって分布する巨大な
造山帯であり、新原生代末の汎アフリカ造山運動にともなうプレートの沈み込みと大陸衝突よって形成された
と考えられている。調査地域のナイジェリアはサハラ縦断造山帯南部の岩石が広範囲に露出しており、当該造
山帯のテクトニクスを解明する上で重要な地域といえる。本論文で著者は、ナイジェリア国内の３地域 
（Keffi, Obudu, Akoko）に産出する変成岩類の地質調査、岩石記載、岩石および鉱物の化学分析、温度圧力
計算を行い、その結果をもとに上記３地域の変成温度圧力経路を決定し、サハラ縦断造山帯の形成テクトニク
スを議論した。 
 ナイジェリア中央部のKeffi地域は主に泥質片岩や角閃岩から構成され、著者による詳細な岩石記載による
と、泥質片岩の鉱物組み合わせはざくろ石+黒雲母+斜長石+石英+緑泥石+チタン鉄鉱+十字石であった。鉱物平
衡モデリング法をこの岩石に適用した結果、これら鉱物が全て安定となる温度圧力条件は610-630℃・6.4- 
7.7 kbarであり、変成作用後の急激な上昇をともなう時計回りの温度圧力経路を得た。一方、東部のObudu地
域は岩石が一部溶融してミグマタイト化した片麻岩が主な岩相であり、ざくろ石+黒雲母+珪線石+きんせい石+
斜長石+ルチル+石英および若干のメルト相から構成されている。著者は鉱物平衡モデリング法および地質温度
圧力計の適用によりこの岩石が形成された温度圧力条件を正確に決定し、785-805℃・6.7-6.8 kbarというグ
ラニュライト相の高温変成条件を得た。また、ざくろ石中の鉱物包有物の解析によって、累進変成作用から後
退変成作用にわたる時計回りの変成経路を推定している。このような高温変成作用の原因として、著者は火山
弧深部の高温条件下における変成作用の可能性を指摘している。また、南西部のAkoko地域の詳細な地質調査
を行い、この地域の主な岩相はミグマタイト化した泥質片麻岩であり、顕著な東西方向の面構造を持っている
ことを明らかにした。著者はこの岩石中の安定な鉱物組み合わせ（ざくろ石+黒雲母+珪線石+きんせい石+斜長
石+カリ長石+石英+チタン鉄鉱+磁鉄鉱および若干のメルト相）に鉱物平衡モデリング法を適用し、790-830℃・
5.6-6.6 kbarという３地域で最も高温の変成条件を得た。 
 本論文で扱った３地域の変成温度圧力計算結果から、ナイジェリアに分布するサハラ縦断造山帯の東部岩体
および西部岩体は変成温度が800℃を超えるグラニュライト相の変成条件を被ったことが明らかになった。こ
れはObuduおよびAkoko地域の岩石の一部が溶融し、ミグマタイトを形成していることからも支持されると著者
は論文中で議論している。一方で造山帯中央部（Keffi地域）はより高圧で低温の変成条件が得られた。以上
の結果をもとに、著者は当該地域のテクトニクスを再検討し、東西両方からのプレート沈み込みとその後の大
陸衝突により、サハラ縦断造山帯が形成されたというモデルを提示した。 
 
審   査   の   要   旨 
 
 本論文は、ナイジェリア国内に分布するサハラ縦断造山帯の３地域について、野外地質調査、岩石薄片の作
成および岩石組織の観察、鉱物化学分析、温度圧力条件の計算、鉱物平衡モデリングなどの様々な手法を駆使
して、その成因を解明したものである。ナイジェリアの国土の70%に変成岩が露出しているにもかかわらず、
過去の研究は局所的な変成作用の解析や年代分析に限られていた。また、詳細な地質図も未だ刊行されていな
い。著者による詳細な岩石学的研究により、サハラ縦断造山帯の内部で変成温度圧力条件の変化があることが
初めて明らかになった。つまり、東部岩体および西部岩体は高温の変成作用により形成され、中部岩体はより
高圧で低温の変成作用を被っている。以上の結果から、著者は中部岩体に向かって東西両方からのプレートの
沈み込みが起こり、その後の西アフリカ地塊とサハラ地塊の衝突によってサハラ縦断造山帯が形成されたとい
うモデルを提示した。ナイジェリアの変成岩について、このような詳細な変成作用の温度圧力条件の解析を行
った研究は著者によるものが初めてであり、その成果は国内外から高い評価を得ている。 
 平成３０年１月２３日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験
を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員に
よって合格と判定された。 
 よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
